『　仰臥位から長座位へ　』

｛肘を支点にして上半身を回転させる｝

介護者は利用者の右側に立つ

1 介護者は右腕を利用者の右肩から左肩甲骨に手の平が当るように入れる。

2 その際、介護者の左手は利用者の肘から少し手首側に置く。

（利用者の肘が動くようにしておく）

3 介護者は腋を締め、肘と腋の角度を変えないように、右肘をてこの支点にして

利用者を斜めに起こす。

＊　足の位置・・・つま先の位置を後ろにずらし、膝を曲げながら腰を落として行く。

4 利用者の左肘をてこの支点にして、利用所の上半身を前に回転させるように起こす。

＊　足の位置・・・介護者の膝がてこの支点にしてバランスを取る。

5 介護者は腕の力ではなく、介護者自身の上半身全体で回転させるように起こす。

＊　足の位置・・・介護者の重心は、左足にかける。

